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駿
河
土
産
巻
之
三

目

録

一

駿

府

御

城

に

て

不

明

御

門

番

ハ

小

従

人

衆

へ

被

仰

付

候

所

、

或

時

村

越

茂

助

夜

に

入

帰

宅

に

付

、

御

門

不

通

之

事

一

或
時
本
多
上
野
助
、
松
平
武
蔵
守
の
噂
申
上
候
付

上
意
の
事

一

伏

見

の

御

城
ニ

て

松

平

新

太

郎

始
而

御

目

見

へ

申

上

候

節

の

事

一

醍

醐

の

定

行

院

遠

嶋

被

仰

付

候

事

一

駿

府

に

て

奥

方

の

女

中

、

松

下

浄

慶

を

に

く

ミ

候
ニ

付

上

意

の

事

一

関

ヶ

原

御

合

戦

戦

後

、

浅

野

左

京

大

夫
江

御

加

増

被

下

候

砌

り

、

後

藤

庄

三

郎

熊

野

山

参

詣

ニ

付

左

京

大

夫

事

を

上

意

の

事

一

権

現

様

或

時

、

御

軍

法

御

咄

し

の

事

一

権

現

様

駿

府

御

在

城

の

節

、

尾

張

・

紀

伊

御

両

家

へ

御

家

老

職

の

仁

被

仰

付

候

事

一

大

坂

落

城

の

時

、

権

現

様

茶

臼

山

よ

り

御

覧

被

遊

候

節

の

事
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駿

河

土

産

巻

之

三

一

権

現

様

駿

府

に

御

座

被

遊

候

節

、

不

明

の

御

門

番

の

義

ハ

小

従

人

衆

被

相

勤

候

な

り

、

或

時

村

越

茂

助

清

見

寺

へ

御

使

に

被

参

、

日

暮

に

お

よ

ひ

帰

宅

の

セ

つ

御

門

外

へ

来

る

、

村

越

茂

助
ニ

て

候

、

御

使

に

参

り

只

今

帰

り

候

、

御

門

御

通

し

給

わ

り

度

と

被

申

候

へ

と
も
、
は
や
刻
限
過
候
ニ

付
此
御
門
よ
り
ハ
不
被
成

候

と

有

之

所

に

、

安

藤

産
（
マ
マ
）

兵

衛

御

門

内

を

通

り

か

ゝ

ら

れ

、

村

越

茂

助

に

紛

無

之

候

、

御

門

を

明

け

通

し

申

様
ニ

と

被

申

候

へ

ハ

、

小

従

人

衆

被

申

候

ハ

、

各

中

は

当

時

重

き

御

役

を

も

被

勤

候

人

達

の

口

よ

り

左

様

の

義

を

被

申

て

能
（
よ
き
）

も

の

に

て

候

哉

、

日

暮

候

て

以

後

此

御

門

を

明

け

候

と

有

義

ハ

決
而

不

罷

成

候

と

の

答

へ
ニ

付

故

茂

助

ハ

脇

御

門

よ

り

入

し

と

な
り
、
此
義

権

現

様

御

聴

に

達

し

、

右

両

人

の

小

従

人

衆

へ

御

加

増

被

下

、

弐

百

石

と

り

て

な

れ

候

て

、

紀

伊

国

殿
江

御

附

被

遊

候

と

な

り

一

或

時

権

現

様

御

前

に

て

本

多

上

野

之

助

、

松

平

武

蔵

守

か

噂

を

被

申

上

候

へ

は

武

蔵

守

ハ

よ

し

筑

前

中

納

言

に

似

た

る

そ

と

有

権

現

様

の

上

意

を

上

野

之

助

心

得

に

ハ

関

ヶ

原

に

お

ゐ

て

御

約

束

の

こ

と

く

御

味

方

被

致

た

る

を

以

て

の

仰

と

被

存

候
ニ

付

随

分

律

義

成

る

人

に

て

御

座

候

と

被

申

上

候
へ
ハ
、
い
や
左
様
に
て
ハ
な
き
そ
、
最
早
五
十
万

石

と

も

領

知

す

る

も

の

ハ

親

兄

に

も

目

を

懸
た
る
か
よ
き
な
り
、
律
義
な
る
と
い
ふ
は
か
り
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に

て

ハ

済

こ

と

に

て

も

な

し

と

あ

る

上

意

に

て

候
な
り

一

権

現

様

御

代

の

義

ハ

申

に

不

及

台

徳

院

様

御

代

の

頃

ま

て

ハ

世

上

と

も

に

万

事

手

軽

き

義

と

も

に

有

之

公

義

の

御

規

式

な

と

も

急

度

相

定

り

た

る

御

様

子

も

御

座

な

く

候

と

な

り

、

権

現

様

伏

見

の

御

城

に

御

座

被

遊

候

節

、

松

平

新

太

郎

六

才

に

な

ら

れ

候

時

、

は

し

め

て

御

目

見
江

被

仰

付

候

節

、

白

き

御

小

袖

に

御

頭

巾

被

為

召

、

御

脇

指

を

も

御

差

不

被

遊

御

脇
ニ

被

為

置

、

あ

れ

ハ

武

蔵

守

か

子

か

丈

夫

な

る

産

れ

つ

き

に

て

一

段

の

事

と

有

上

意

に

有

之

候

と

な

り

、

其

後

秀

忠

様

御

代

と

な

り

、

新

太

郎

成

人

に

て

江

戸

へ

下

り

、

初

て

御

目

見

へ

被

申

上

候

節

、

織

田

常

真

ハ

大

あ

く

ら

を

か

き

上

座

に

て

碁

を

見

物

い

た

し

被
居
候
御
座

布
（
し
き
）

に
て

御
目
見
へ
被

仰

付

刻
（
マ
マ
）

新

太

郎

そ

こ

へ

は

い

り

や

、

伯

耆

ハ

雪

国

の

よ

し

聞

お

よ

び

た

る

が

そ

ふ

て

お

じ

や

る

か

、

勝

手

へ

行

て

食

を

喰

や

れ

、

大

炊

同

道

セ

よ

と

の

上

意

を

御

坐

候

と

な

り

御

勝

手
江

立

御

料

理

を

給

被

申

候

時

、

一

座

の

衆

十

三

人

有

り

、

上

座

ハ

織

田

常

真

、

其

次

の

座

へ

大

炊

守 （頭
）

差

図

に

て

松

平

新

太

郎

着

座

被

致

候

と

な

り

、

其

節

の

御

料

理

蕪

汁

に

お

ろ

し

大

根

の

な

ま

す

・

あ

ら

め

の

煮

物

干

魚

の

焼

物

に

ニ

て

有

し

と

也

右

ハ

新

太

郎

殿

直

物

語

に

て

慥

成

る

事

の

由

な

り

一

権

現

様

御

在

世

の

内

、

醍

醐

の

定

行
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院

科
（
と
が
）

の

義

有

之

、

遠

嶋

被

仰

付

候

節

伊

豆

大

嶋

を

御

預

け

被

置

候

井

出

志

摩

方

へ

板

倉

伊

賀

守

書

状

を

被

相

添

た

る

に

て

事

済

候

な

り

一

権

現

様

駿

府

に

御

座

被

遊

候

節

、

御

奥

方

の

若

き

女

中

寄

集

り

居

ら

れ

、

あ

の

浄

慶

坊

ほ

と

に

く

き

事

ハ

無

之

と

口

々

に

い

ゝ

の

ゝ

し

る

を

権

現

様

御

聴

被

遊

年

寄

女

中

衆

を

被

為

召

、

浄

慶

が

事

を
は
何
ゆ
へ
あ

こ

（
の
脱
ヵ
）

と
く
に
ハ
に
く
ミ
候
や
と
御
尋

被

遊

候

へ

ハ

、

い

や

別

の

事

に

て

も

御

座

な

く

い

つ

れ

も

申

候

ハ

浅

漬

の

香

の

物

あ

ま

り

に

塩
か
ら
く
御
座
候
て
い
つ
れ
も
給
か
ね
申
候
付
、
今

少
塩
を
ひ
か
へ
て
つ
け
候
様
ニ

申
付
給
り
候
様
ニ

と

浄

慶

方

へ

度

々

た

の

ミ

遺

し

候

て

も

、

今

に

し

ほ

か

ら

く

候

ゆ

へ

に

ミ

な

〳
〵
浄

慶

を

そ

し
り
候
よ
し
被
申
上
候
へ
ハ
、
御
聴
被
遊
、
夫
ハ

い
つ
れ
も
腹
立
い
た
す
か
尤
也
、
塩
か
ら
く
無
之

様

に

云

付

て

と

ら

す

へ

き

そ

と

有

仰

に

て

、

其

後

御

善 （前
）

に

お

い

て

浄

慶

を

被

為

召

、

右

の

段

被

仰

付

候

へ

は

、

浄

慶

ハ

御

側
江

は

い

よ

り

何

事

や

ら

ん

ひ

そ

か

に

申

上

候

を

御

笑

ひ

被

成

な

か

ら

御

聞

被

遊

候

と

な

り

、

そ

の

せ

つ

御

前

に

お

い

て

是

を

見

給

ひ

た

る

御

近

習

衆

不

審

に

存

し

て

跡

ニ

て

浄

慶

に

逢

ひ

、

其

元

ハ

何

事

を

ひ
そ
か
に
被
申
上
候
や
と
の
御
尋
ニ

付
、
浄
慶
こ

た
へ
候
ハ
、
各
中
も
御
聞
候
こ
と
く
大
根
の
香
の

物

の

義

を

御

意
ニ

付

只

今

の

と

を

り

塩

か
ら
く
仕
給
さ
セ
候
て
さ
へ
大
分
に
入
申
事
に
候

女

中

の

好

ミ

の

こ

と

く

の

塩

か

け

ん

い

た

し

給
さ
セ
候
ハ
ヽ
何
ほ
と
入
可
申
も
は
か
り
か
た
く
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候

に

付

、

左

様

に

ハ

成

不

申

候

、

御

前

様

に

ハ

御

聞

不

被

遊

分
ニ

て

御

座

な

さ

れ

た

る

か

能

御

座

候

と

申

上

候

と

の

浄

慶

申

分

に

有

之

候

と

也

右

松

下

浄

慶

ハ

其

節

御

台

所

頭

な

と

に

て

も

有

し

と

か

や

、

今

以

駿

府

御

城

中

に

浄

慶

蔵

・

浄

慶

門

な

と

ゝ

申

て

有

之

候

と

な

り

一

関

ヶ

原

の

合

戦

以

後

、

浅

野

左

京

大

夫

幸

長

そ

れ

ま

て

ハ

甲

斐

の

国

主

に

て

被

居

候

を

御

加

増

に

て

三

十

七

万

石

余

の

知

行

高

に

て

紀

伊

国

を

拝

領

被

仰

付

候

砌

、

後

藤

庄

三

郎

熊

野

山

へ

参

詣

仕

候

て

其

後

江

戸

表

へ

罷

下

り

候

節

、

権

現

様

被

仰

候

ハ

、

其

方

先

頃

熊

野

山
江

罷

越

候

由

帰

京

の

節

紀

伊

国

へ

見

舞

候

や

、

と

の

御

尋

ニ

付

上

意

の

こ

と

く

和

歌

山

の

城

下

に

十

日

余

り

も

逗

留

仕

罷

有

候

と

申

上

候

へ

ハ

、

重

て

御

尋

被

遊

候

ハ

、

逗

留

中

紀

伊

守

ハ

何

を

か

馳

走

に

被

申

付

た

る

そ

と

上

意

ニ

付

、

紀

の

川

と

申

て

吉

野

高

野

の

麓

よ

り

流

れ

落

候

大

河
ニ

御

座

候

、

此

川

江

船

を

出

し

網

を

お

ろ

し

魚

を

と

ら

せ

被

申

候

を

見

物

仕

、

其

後

山

鷹

野

に

罷

出

申

候

、

是

ハ

殊

の

外

目

さ

ま

し

き

見

物

事

に

御

座

候

、

此

山

鷹

野

の

義
ニ

付

今
ニ

お

ゐ

て

拙

者

な

と

の

合

点

ま

い

ら

ぬ

義

御

座

候

と

申

上
候
へ
ハ
、
夫
ハ
何
事
そ
と
有
御
尋
ニ

付
、
雉
子

山

鳥

其

外

鹿

・

む

し

な

の

た

く

ひ

ま

て

も

物

数

多

く

と

れ

申

候

間

、

定
而

き

け

ん

よ

く

こ

れ

あ

る

へ

き

か

と

存

候

へ

ハ

、

大

き

に

腹

立

致

さ

れ

勢

子

奉

行

を

は

し

め

其

外

役

懸

り

の

も

の

と

も

ま

て

さ

ん

〳
〵
に

し

か

り

に

逢

ひ
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申

候

、

又

壱

度

の

山

鷹

野

に

ハ

何

も

と

れ

不

申

候
て
殊
外
物
か
す
も
少
く
有
之
候
間
、
定
而

不
機

嫌

に

て

可

有

之

か

と

存

候

へ

ハ

、

一

段

と

き

け

む

よ

く

諸

役

人

と

も

骨

折

大

義

に

被

存

候

な

と

ゝ

是

あ

り

て

ほ

う

び

被

致

候

と

申

上

候

へ

ハ

権

現

様

御

笑

ひ

被

遊

、

そ

れ

は

其

方

と

も

か

合

点

ゆ

か

さ

る

は

つ

の

こ

と

な

り

紀

伊

守

せ

ら

る

ゝ

か

誠

の

山

鷹

野

と

い

ふ

も

の

に

て

、

物

数

の

多

少

に

か

ま

ひ

な

き

こ

と

な

り

と

上

意

被

遊

候

と

な

り

一

権

現

様

に

ハ

御

年

若

き （く
）

御

座

被

遊

候

節

よ

り

数

度

の

御

陣

に

御

立

被

遊

大

切
（
所
ヵ
）

小

所

に

於

て

御

合

戦

廻

合

等

に

御

出

合

被

遊

候

へ

と

も

、

何

流

の

御

軍

法

を

御

用

ひ

被

遊

候

と

有

義

ハ

無

御

座

、

そ

の

時

々

の

様

子

に

よ

り

御

見

合

次

第

御

下

知

被

遊

い

つ

と

て

も

御

勝

利

に

ま

か

せ

ら

れ

候

と

な

り

、

然

る

処

に

天

正

年

中

尾

張

長

久

手

に

お

ゐ

て

豊

臣

太

閣 （閤
）

秀

吉

の

大

軍

に

御

向

ひ

被

遊

、

小

勢

を

以

て

大

き

な

る

御

勝

軍

被

遊

候

付

、

此

後

近

年

の

う

ち

に

豊

臣

家

と

徳

川

家

と

の

大

合

戦

な

く

て

不

叶

と

世

上

に

於

て

も

専

ら

取

沙

汰

仕

、

御

家

中

諸

人

の

義

ハ

猶

以

て

其

覚

悟

に

有

之

候

と

也

、

然

る

処

に

三

州

岡

崎

の

城

主

石

川

伯

耆

守

別

心

に

て

御

家

を

出

奔

有

之

て

大

閣
（
閤
）

へ

随

身
ニ

付

御

家

大

小

の

諸

人
存
候
ハ
、
ミ
き
の
伯
耆
守
義
ハ
お
な
し
御
家
老

中

と

申

内

に

も

酒

井

左

衛

門

尉

・

石

川

伯

耆

守

両

人

の

義

ハ

い

つ

と

て

も

御

先

手

を

も

被

致

其

身

の

武

功

な

と

も

勝

れ

候

を

以

て

御

家

の

壱

人

と

も

可

申

□
（
仁
ヵ
）

の
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敵

方

へ

随

参

と

有

て

ハ

御

家

の

軍

立

の

模

様

な

と

も

委

細

敵

か

た

へ

相

知

れ

申

ニ

付

、

此

已

後

豊

臣

家

と

の

御

一

戦

と

あ

ら

ハ

万

事

被

遊

に

く

き

御

事

な

る

へ

し

と

つ

ぶ

や

き

候

処

に

、

権

現

様

に

は

伯

耆

守

欠

落

の

義

を

何

と

も

お

ほ

し

召

れ

さ

る

御

や

う

た

い

に

て

一

段

と

御

機

嫌

よ

ろ

し

く

御

坐

被

遊

候

を

も

つ

て

御

家

中

の

諸

人

不

審

を

多

く

申

け

る

と

也

、

然

る

処

に

其

頃

甲

州

の

御

郡

代

鳥

居

彦

右

衛

門

尉

方

江

被

仰

遣

候

は

、

信

玄

時

代

被

申

出

た

る

軍

法

等

の

書

付

其

外

信

玄

の

用

ひ

ら

れ

し

武

器

・

兵

具

の

類

ハ

何

に

よ

ら

す

国

中

へ

相

触

と

り

集

め

浜

松

の

御

城

内
江

持

参

さ

せ

候

様

に

被

仰

出

、

そ

の

奉

行

に

は

成

瀬

吉

右

衛

門

・

岡

□
（
部
ヵ
）

次

郎

右

衛

門

両

人

を

被

仰

付

、

惣

元

〆

の

義

ハ

井

井
（
伊
）

直

政

・

榊

原

康

政

・

本

多

忠

勝

此

三

人

立

合

の

吟

味

に

被

仰

付

、

并

御

家

江

被

召

出

候

御

直

参

の

甲

州

衆

の

義

ハ

申

不

及

、

井

伊

兵

部
江

御

付

人

に

被

成

お

か

れ

た

る

面

々

な

と

へ

も

信

玄

時

代

の

事

を

存

知

た

る

事

を

ハ

何

事

に

よ

ら

す

申

上

候

様

に

と

の

義

に

て

こ

と

〳
〵
く

武

器

等

を

御

取

集

め

被

遊

、

御

吟

味

の

う

へ

に

て

御

家

諸

色

の

義

信

玄

流

に

被

遊

替

さ

セ

ら

れ

、

其

年

の

霜

月

上

旬

の

頃

に

い

た

り

御

家

御

軍

法

万

事

の

義

を

自

今

已

後

ハ
武
田
流
に
被
遊
候
間
、
左
様
ニ

相
心
得
候
様
ニ

と

、

御

旗

元

中

の

義

ハ

申

不

及

家

中

末

々

の

者

共

ま

て

も

承

知

仕

る

や

う

に

と

御

触

御

座

候

と

な

り

、

其

年

北

條

氏

政

・
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氏

直

父

子

領

分

の

境

目

見

分

と

し

て

国

廻

り

席 （序
）

に

三

嶋

江

も

可

被

相

越

旨

風

聞
ニ

付

権

現

様

よ

り

氏

政

へ

被

仰

遣

候

ハ

、

我

等

義

多

年

御

隣

国

に

ま

か

り

有

、

其

上

近

年

の

義

ハ

御

縁

者

に

も

罷

成

候

へ

と

も

、

い

ま

た

御

息

氏

直

へ

も

不

致

対

面

候

処

、

幸

今

度

三

嶋

ま

て

御

越

の

旨

承

り

及

候

間

、

御

父

子

へ

懸

御

目

候

や

う

に

仕

度

と

有

之

し

か

ハ

、

氏

政

返

答

被

申

候

ハ

、

被

仰

越

候

趣

致

承

知

候

、

兼

て

此

方
ニ

も

左

様
ニ

存

寄

罷

在

事
ニ

候

間

、

今

度

三

嶋

迄

罷

出

候

節

木

瀬

川

を

隔

て

ゝ

懸

御

目

る

へ

く

と

の

返

答

な

り

、

是

に

よ

つ

て

権

現

様

被

仰

候

ハ

、

川

を

へ

た

て

対

面

と

申

ハ

こ

と

〳
〵
く

皆

隣

国

会

盟

の

作

法

候

て

、

縁

者

に

成

た

る

専
ハ

（
詮
）

無
之
、
世
上
の
聞
へ
も
い
か
ゝ
に
候
間
、
我
等

三

嶋
江

参

り

御

目
ニ

か

ゝ

り

可

申

と

御

旅

館

の

義

と

申

御

心

易

き

事

に

候

へ

ハ

、

御

馳

走

か

ま

し

き

義

ハ

必

以

て

御

無

用

に

候

と

可

被

仰

越

と

の

義

を

酒

井

左

衛

門

尉

承

り

御

前

へ

罷

出

被

申

上

候

ハ

、

今

度

北

條

氏

政

父

子

方

よ

り

木

瀬

川

を

へ

た

て

、

御

目

に

か

ゝ

る

へ

き

と

の

御

返

答

を

被

申

越

候

由

、

左

様

な

る

う

つ

け

た

る

事

を

申

仁

に

達
而

御

逢

被

成

候

与

有

ハ

専
（
詮
）

な

き

御

事

に

候

今

度

三

嶋

へ

御

越

被

遊

御

対

顔

被

成

候

に

お

い

て

ハ

北

條

家

の

旗

下

に

御

成

被

遊

た

る

と

世

上

に

於

て

取

沙

汰

可

仕

候

ハ

必

定

に

候

、

左

様
ニ

候

て

ハ

御

家

の

名

折

に
罷
成
候
間
、
御
無
用
ニ

可
被
成
候
と
達
而

被
申

上

候

得

共

、

御

同

心

不

被

遊

思

召

の

と

お

り
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被

仰

遣

候

得

ハ

、

氏

政

殊

外

成

悦

喜

に

て

大

道

寺

孫

九

郎

・

山

角

紀

伊

守

両

人

を

以

て

御

馳

走

奉

行

に

被

申

付

、

御

出

之

日

限

相

究

り

候

に

付

、

前

日

い

（
ニ
脱
ヵ
）

た

り

沼

津

の

□
（
城
ヵ
）

ま

て

御

越

被

遊

、

当

日

成

三

嶋
江

御

越

被

成

候

処

に

、

終

日

終

夜

の

御

馳

走

有

之

、

御

帰

之

節

沼

津

の

城

の

外

郭

の

屏

矢

倉

を

と

り

こ

ほ

ち

候

を

北

條

家

よ

り

権

現

様

御

見

送

り

と

し

て

参

り

候

使

者

を

被

召

呼

御

見

セ

被

成

、

今

度

父

子

の

衆

へ

面

談

申

候

へ

ハ

、

弥

以

て

御

心

易

き

間

か

ら

に

て

境

目

の

城

に

ハ

不

及

と

お

も

ひ

外

曲

輪

の

要

害

を

ハ

と

り

く

つ

さ

セ

候

間

、

其

方

能

見

置

此

趣

を

氏

政
殿
父
子
江

申
達
し
候
や
う
に
と
有

上

意

に

て

有

之

し

と

也

、

右

の

次

第

世

上

に

か

く

れ

な

く

上

方

へ

も

相

聞

え

候

を

以

て

、

扨

は

徳

川

家

と

北

条

家

は

元

来

縁

者

た

る

か

尚

亦

今

度

い

か

や

う

の

云

合

セ

ニ

て

も

有

之

哉

と

諸

人

疑

ひ

を

な

し

、

就

中

一

切

の

軍

法

を

信

玄

流

に

御

改

替

候

と

の

取

沙

汰

有

之

以

後

と

て

も

秀

吉

卿

石

川

伯

耆

守

へ

の

懇

意

に

お

い

て

ハ

何

の

代

り

た

る

様

子

も

是

な

く

候

へ

と

も

秀

吉

卿

の

旗

本

に

お

い

て

ハ

諸

人

と

も

に

石

川

伯

耆

事

を

古

暦

と

仇

名

付

け

る

と

也

、

其

後

近

年

に

徳

川

家

と

手

切

の

大

合

戦

可

有

と

の

風

聞

な

と

ひ

し

と

相

止

ミ

候

と

な

り

一

権

現

様

或

時

上

意

被

遊

候

ハ

、

今

時

の

人

頭

を

も

す

る

も

の

共

軍

法

立

を

し

て

床

机

に

腰

を

懸

采

幣

を

以

て

人
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数

を

さ

し

つ

か

ひ

手

を

も

よ

こ

さ

す

口

の

先

の

下

知

計

に

て

軍

に

勝

る

ゝ

も

の

と

心

得

て

ハ

大

き

な

る

違

ひ

な

り

、

一

手

の

将

た

る

も

の

か

味

方

諸

人

の

ほ

ん

の

く

ほ

は

か

り

を

ミ

て

さ

て

合

戦

な

と

に

勝

る

ゝ

事

に

て

な

し

と

仰

候

と

な

り

一

権

現

様

駿

府

に

御

座

被

遊

候

節

尾

張

殿

・

紀

伊

殿

御

両

家

へ

御

家

老

職

の

仁

壱

人

ツ

ヽ

御

附

可

被

成

と

の

御

思

召

に

て

松

平

周

防

守

・

永

井

右

近

両

人

江

御

内

意

有

之

候

所

に

、

右

両

人

共

に

た

と

へ

御

草

履

を

と

り

候

て

な

り

と

も

此

ま

ゝ

御

旗

本

に

御

奉

公

申

上

度

と

の

願
ニ

付

御

免

被

遊

候

と

の

と

り

さ

た

な

と

も

有

之

候
ニ

付

、

其

後
ニ

て

ハ

人

に

よ

り

ち

と

御

上

よ

り

も

被

仰

付

に

く

ゝ

下
ニ

し

も

御
請
も
仕
り
か
た
く
可
有
之
か
と
諸
人
さ
ゝ
や
き

あ

ヘ

り

、

其

折

し

も

ち

と

御

持

病

な

と

も

御

差

お

こ

り

被

遊

、

御

食

事

も

す

ゝ

ま

す

夫

故

御

鷹

野

に

も

不

被

為

成

候

と

な

り

、

時

に

安

藤

帯

刀

・

成

瀬

隼

人

両

人

打

よ

り

ひ

そ

か

に

相

談

被

致

候

ハ

此

間

大

御

所

様

に

は

御

両

殿

江

の

御

附

人

の

義

を

殊

外

御

苦

労

に

被

思
召
候
と
の
御
事
候
、
何
を
仕
る
も
御
奉
公
の
事

に

候

間

両

人

申

合

、

御

願

可

申

上

と

の

義
ニ

て

則

御

前

に

お

ゐ

て

拙

者

共

の

様

成

不

調

法

の

者

共

に

て

も

く

る

し

か

ら

す

被

思

召

候

ハ

ヽ

御

意

次

第

に

御

両

殿

へ

御

奉

公

可

申

上

と

申

上

し

か

は

権

現

様

殊

之

外

の

御

機

嫌

に

て

両

人

の

心

さ

し

御

満

そ

く

被

遊

候

、

御

両

殿

様

へ
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御

附

被

成

候

得

共

、

只

今

迄

之

通

り

公

義

の

御
用
等
を
も
相
か
わ
ら
す
可
被

仰
付
候
間
、
左
様

に

相

心

得

可

罷

在

旨

被

仰

渡

、

尾

張

殿

江

成

瀬

隼

人

守

、

紀

伊

国

殿

江

安

藤

帯

刀

を

御

附

被

遊

候

、

そ

の

後

水

戸

殿
江

中

山

備

前

守

を

御

附

被

遊

候

と

な

り

一

大

坂

に

て

五

月

七

日

落

城

之

節

城

方

の

者

共

と

相

見

へ

四

、

五

百

人

計

一

所

に

か

た

ま

り

居

候

を

権

現

様

茶

臼

山

の

上

よ

り

御

覧

被

遊

、

幸

ひ

の

事

ニ

候

間

、

尾

張

殿

・

紀

伊

国

殿

江

も

御

取

□

可

被

遊

と

の

上

意

に

て

御

両

殿

と

も

に

早

々

御

越

被

成

候

や

う

に

と

の

御

事

に

候

へ

と

も

少

御

延

引
ニ

付

、

御

使

番

を

被

為

召

、

隼

人

の

こ

し

ぬ

け

め

に

右

兵

衛

を

は

や

う

連

て

う

セ

お

れ

と

い

へ

、

と

の

御

口

上

を

と

り

も

な

を

さ

す

尾

張

衆

い

つ

れ

も

承

り

候
所
に
て
被
申
渡
候
へ
ハ
、
隼
人
き
ゝ
も
あ
へ
す

こ

の

隼

人

ハ

終

に

腰

を

ぬ

か

し

た

る

お

ほ

へ

ハ

無

之

候

、

左

様
ニ

被

仰

候

御

人

こ

そ

武

田

信

玄

に

御

出

合

あ

ら

れ

候

節

こ

し

を

御

ぬ

か

し

あ

ら

れ

候

と

諸

人

の

承

る

や

う

に

大

音

に

御

答

へ

被

申

候

と

也

御

陣

已

後

隼

人

名

護

屋

よ

り

駿

府

江

参

上

し

て

権

現

様

の

御

前

へ

罷

出

申

上

候

ハ

、

去

る

比

大

坂

落

城

の

日

義

直

公

を

茶

臼

山

江

被

召

呼

候

節

少

御

遅

参

候

と

て

御

腹

立

被

遊

、

重

て

御

使

を

以

て

隼

人

の

腰

ぬ

け

め

に

早

く

御

供

仕

候

や

う

に

と

被

仰

下

候

拙

者

義

ハ

し

ら

ミ

頭

の

節

よ

り

御

心

易

く

召
仕
へ
た
る
者
の
義
に
御
坐
候
へ
ハ
い
か
や
う
に
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御

口

き

た

な

く

被

仰

候

て

も

そ

の

通

り

の

事

に

御

坐

候

、

御

前

様

の

御

口

上

の

と

を

り

を

其

ま

ゝ

に

て

諸

人

の

承

る

と

有

る

考

へ

も

な

く

私

へ

申

聞

候

、

か

く

の

こ

と

く

の

勘

弁

も

無

之

者

共

に

御

使

番

抔

申

、

大

切

な

る

御

役

義

を

被

仰

付

被

差

越

候

と

有

ハ

不

可

然

候

、

右

兵

衛

様

今

程

御

年

若

ニ

御

座

候

被

（
衍
）

成

候

へ

ハ

尾

張

一

家

中

に

て

ハ

拙

者

義

を

鑓

柱

の

や

う

に

い

つ

れ

も

存

入

れ

罷

在

候

所

に

隼

人

の

腰

ぬ

け

め

な

と

ゝ

有

御

意

を

蒙

り

候

て

ハ

口

も

き

か

れ

不

申

候

て

諸

人

の

存

い

れ

も

ち

か

ひ

申

候
ニ

付

、

其

節

お

そ

れ

か

ま

し

き

御

返

答

申

上

候

間

、

定

て

御

聴

に

も

達

し

可

申

と

、

其

段

恐

入

奉

存

候

と

被

申

上

ら

れ

候

得

者

権

現

様

御

聞

被

遊

、

其

方

申

処

尤

至

極

也

、

と

の

上

意

に

て

殊

外

御

き

け

ん

よ

か

り

し

と

そ

駿

河

土

産

巻

之

三

終


